
※会場への交通費はご負担ください。
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サウンドデザイナーの森永泰弘さんと、

「善知鳥」の民話をもとにした

音の作品をつくってみませんか？

街を走る車、祭りばやし、風、海の波…。

土地にまつわる一つ一つの音の粒の中には、

青森という土地を未来につなぐヒントがかくされています。

今回のワークショップでは青森市、外ヶ浜町に伝わる「善知鳥」という鳥にちなんだ昔話をもとに、

あなたが住む土地に響く様々な「音」をのせ、

ここでしかつくれない、土地や昔話にまつわる音楽をつくります。

楽器が得意な方もそうでない方も、どなたもご参加いただけます。

あなたのご参加をお待ちしています！（くわしくは裏面もご覧ください。）

※就学前児童の参加は保護者同伴

う    と    う 

三作家によるワークショップ「とる、ぬう、きく」



以下の事項を添えてお申込みください。

メール、ファックス、はがき等形式は問いません。

メールの場合は件名を「青森EARTH2015 ワークショップ参加希望」として下さい。

①氏名（ふりがな）　②年齢　③住所　④電話番号　⑤メールアドレス（ある場合）

⑥参加希望のワークショップ名  ⑦参加にかける意気込み（文字数不問）

※⑦は応募者多数の際等、選考材料とする場合がございます。

※いただいた個人情報は、本企画に関する連絡以外に使用することはございません。

 応募締切：2015年 9月14日（月）必着

送り先・問合せ先
〒038-0021 青森市安田字近野 185　青森県立美術館 「青森 EARTH2015」係
Tel 017-783-3000  Fax 017-783-5244　 Mail bijutsukan@pref.aomori.lg.jp
HP http://www.aomori-museum.jp

①外に出て街に流れる音を録音してみます。

②採ってきた音をみんなで聴き、

どんな音楽にするか話し合います。

③参加者一人一人がもちよった音をもとに、

一つの音楽作品をつくります！

④作品は来年3月、青森県立美術館で発表！（予定）

ワークショップの流れ

申込方法

東京芸術大学院博士後期課程単位取得満期退学後、渡仏し

映画理論家・作曲家のミシェル・シオンに師事。帰国後、アジ

アの音楽文化を中心としたフィールド・レコーディングをベースに、

音楽作品の制作やサウンドデザインを行う。また、録音技術史

やアジアにおける音楽文化の観点から作品を CD として自身の

レーベル concreteより継続的にリリースしている。

主な主催 / 参加した事業として 2014 年「Uterus」( マースカ

ニングハム舞踊団で活動していた Fo ofwa Dd'Imobilité 振付

の作品で音楽監督を担当 )、「Ten Thousand Tigers」( シン

ガポールの美術家 Ho Tzu Nyen による作品で音楽を担当 )、

「Anabiosis Passage」 ( インドネシア国立劇場 GKJ での音楽

祭でオープニングコンサート)、「《To Belong》シリーズ」( 振付

家である北村明子の日本とインドネシアの共同ダンス作品で音楽

監督 ) 他多数。

2015 年には、シンガポールの演劇賞 Life! アワードのサウンドデ

ザイン賞にノミネートされ、アジアにおけるサウンドデザインのパイ

オニアとして様々なプロジェクトに参加し国内外で活動している。

 もり    なが    やす    ひろ

森 永 泰 弘
（サウンドデザイナー）

助成：一般財団法人地域創造
協力：アートでオン！ 

森永泰弘ワークショップ

「善知鳥の伝説」

11
29 日

14：00－16：00 14：00－16：00 14：00－16：00

10
25 日

12
6 日

スケジュール

下記三日間のワークショップにご参加下さい。

会場：青森県立美術館内

定員：10 名

対象：小学生以上※就学前児童は保護者同伴

青森県立美術館

〒038 - 0021  
青森市大字安田字近野 185
＊JR 新青森駅から
　ルートバス ねぶたん号
　新青森駅東口バス停乗車
　「県立美術館前」下車（所要時間約10分）
＊青森駅から
　青森市営バス
　青森駅前6番バス停乗車、三内丸山遺跡行き
　「県立美術館前」下車（所要時間約20分）

会場へのアクセス

雲南省で宗教能力者トンバのレコーディング

「青森 EARTH」は青森の土地に根

ざしたイメージを発信するプロ

ジェクトです。今年度はアーティ

ストに石川直樹、鴻池朋子、森永

泰弘を迎え、津軽半島を主な会場

とした展覧会、ワークショップと

その成果発表を通じて、「みち」

の津軽半島の姿を発見します。

詳細は全体チラシ、
美術館ウェブサイト
もご参照ください。


